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《会　告》

第 57 回日本神経学会学術大会のお知らせ

第57回日本神経学会学術大会
大会長　梶　龍兒

開　催　概　要

 1．学術大会会期：2016（平成 28）年 5月 18日（水）～21日（土）
 「なおる神経内科をめざして」をテーマとして，上記日程で開催致します．
 急速に進歩しつつある技術をふまえて，私たちは臨床・研究において「なおる」神経内科をいかに実践
していくかを皆様とともに考えたいと思います．

 またサブテーマとして「わかる神経内科」をもうけ教育企画も充実させております．
 2．学術大会会場：神戸コンベンションセンター（神戸国際会議場・神戸国際展示場）
         〒 650-0046神戸市中央区港島中町 6-9-1（国際会議場）
         〒 650-0046 神戸市中央区港島中町 6-11-1（国際展示場）
        神戸ポートピアホテル
         〒 650-0046 神戸市中央区港島中町 6丁目 10-1
 3．参加費：

カテゴリー（大会開催時） 事前登録 当日登録

会
　
員

正会員 15,000円
参加登録受付機

18,000円
参加登録受付機

研修医会員  3,000円  3,000円
学生会員（大学院生）*1  3,000円  3,000円

受付窓口
学生会員（学部学生）*2 ― ― 無料

非
　
会
　
員

非会員（医師） 18,000円

参加登録受付機

21,000円

参加登録受付機
非会員（企業を含む） 18,000円 21,000円
メディカルスタッフ *3  5,000円  5,000円
大学院生・初期研修医 *4  3,000円  3,000円
海外参加者 ― ―  3,000円

受付窓口Travel Grant 受賞者 ― ―  3,000円
学部学生・日本滞在中の外国人留学
生 *2

― ― 無料

そ
の
他

プログラム・抄録集 *5  4,000円 （事前送付）  4,000円
参加登録受付機

ポケットプログラム（日本語版） ― ―  1,000円

*1 日本神経学会の学生会員（医師免許を有しない医系学部の学生及び医師免許を有しない大学院生）
が対象です．

*2 医学部学生・日本滞在中の外国人留学生の方は学会当日，受付にて学生証をご提示ください．
*3 非会員の医師以外の医療介護福祉関係者．メディカルスタッフの方は学会当日，受付にて，「メディ
カルスタッフ証明書」をご提出ください（証明書はホームページよりダウンロードしてください）．

*4 非会員の大学院生ならびに初期研修医の方は学会当日，受付窓口にて，指定の証明書（証明書はホー
ムページよりダウンロードしてください）を提出ください．

*5 参加費に含まれておりません．当日の販売は数が限られていますので，予めご了承ください．

 4．医学生・初期研修医セッション：
 医学生・初期研修医及びレジデントの先生方にご発表いただき，優秀な演題については 5月 21日（土）
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閉会式にて表彰を行います．セッションの詳細は，ホームページをご確認ください．（http://www.
neurology-jp.org/sokaitiho/neuro2016/subject/igakusei.html）

 5．メディカルスタッフポスターセッション：
 神経内科に関連するメディカルスタッフの方にご発表いただき，優秀な演題については 5月 21日（土）
閉会式にて表彰を行います．セッションの詳細は，ホームページをご確認ください．（http://www.
neurology-jp.org/sokaitiho/neuro2016/subject/medical_staff.html）

 6．託児所：会期中に託児所をご用意いたします．お申し込み方法などにつきましては，追ってホームペー
ジでご案内いたします．（http://www.neurology-jp.org/sokaitiho/neuro2016/）

 7．宿泊：大会ホームページの「宿泊」ページにて，ご宿泊の予約を承っております．お申込み方法等に
つきましては，ホームページをご確認ください．

 （http://www.neurology-jp.org/sokaitiho/neuro2016/online/lodging.html）
 8．お問い合わせ：
 【大会長校事務局】
 徳島大学大学院医歯薬学研究部医学部門内科系臨床神経科学分野
 〒 770-8503　徳島市蔵本町 3丁目 18-15
 【日本神経学会事務局】
 〒 113-0034 東京都文京区湯島二丁目 31番 21号一丸ビル
 TEL：03-3815-1080　FAX：03-3815-1931
 【第 57回学術大会運営事務局】
 〒 102-8481 東京都千代田区麹町 5-1　弘済会館ビル　株式会社コングレ内
 TEL：03-5216-5318　FAX：03-5216-5552
 E-mail：neuro57@congre.co.jp

各種企画のお知らせ

　E…英語セッション
 1．■大会長講演（5月 19 日（木）12:55～13:40）
 　座長：木村　　淳（Department of Neurology, University of Iowa Health Care, USA）
 　演者：梶　　龍兒（徳島大学大学院医歯薬学研究部医科学部門内科系臨床神経科学分野　教授）
 2．■ Plenary Lecture 1（5 月 18 日（水）18:30～19:00）　E
 　「Development of the Concept of Dystonia as a Disease, a Syndrome and a Movement Phenomenology」
 　座長：梶　　龍兒（徳島大学大学院医歯薬学研究部医科学部門内科系臨床神経科学分野　教授）
 　演者：Stanley Fahn（The Neurological Institute of New York, Columbia University Medical Center, USA）
 ■Plenary Lecture 2（5 月 18 日（水）19:00～19:30）　E
 　「Diagnosis and Management of Functional (Psychogenic) Movement Disorders」
 　座長：柴﨑　　浩（京都大学医学部）
 　演者：Mark Hallett（Human Motor Control Section, NINDS, NIH, USA）
 3．■ Semi-Plenary Lecture 1（5 月 19 日（木）16:10～16:50）　E
 　「CONDUCTION BLOCK」
 　座長：桑原　　聡（千葉大学医学部神経内科）
 　演者：Austin Sumner（LSU Health Sciences Center, USA）
 ■ Semi-Plenary Lecture 2（5 月 20 日（金）13:40～14:10）　E
 　「Neurology Atlas 2015WHO/WFN COLLABORATION」
 　座長：葛原　茂樹（鈴鹿医療科学大学看護学部看護学科）
 　演者：Raad Shakir（President of the World Federation of Neurology）
 ■ Semi-Plenary Lecture 3（5 月 20 日（金）14:10～14:40）　E
 　「American Academy of Neurology: Enhancing International Relationships」
 　座長：水澤　英洋（国立精神・神経医療研究センター病院）
 　演者：Terrence Cascino（President of the American Academy of Neurology）
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 4．■特別講演：2015 年度学会賞・楢林賞受賞者招待講演（5月 19 日（木）14:15～15:00）
 　2015年度学会賞（学術研究部門）：小野賢二郎（昭和大学神経内科）
 　2015年度学会賞（診療部門）：橋本洋一郎（熊本市民病院神経内科）
 　2015年度楢林賞：貫名信行（同志社大学大学院脳科学研究科認知記憶加齢部門）
 5．■特別講演（5月 19 日（木）15:15～15:55）
 　日野原　重明（聖路加国際病院名誉院長）
 6．Neuroscience Frontier Symposium 関連プログラム
 5月 19日（木）8:00～10:00
 ・Next-generation neurogenetics: cutting-edge strategies for understanding neurological disorders　E
 5月 21日（土）8:00～10:00
 ・Therapuetic strategies, mechanisms of spreading of α-synuclein, and biomarkers of Parkinson’s disease　E
 7．East Asian Neurology Forum 関連プログラム
 5月 20日（金）13:15～15:45
 ・How to Manage Stroke:the first priority in Asia　E
 8．Asian Inisiative Session 関連プログラム
 5月 19日（木）8:00～10:00
 ・Hereditary motor and sensory neuropathy with proximal dominant involvement (HMSN-P) in Asia　E
 5月 19日（木）15:15～17:15
 ・X-linked Dystonia Parkinsonism　E
 9．WFN関連プログラム
 5月 20日（金）8:00～10:00
 ・Priorities in Neurology: Global Perspective　E
10．ホットトピックス /治る神経内科 /ガイドラインコース /シンポジウム等 （予定）
 5月 18日（水）午前
 ・Myasthenia gravis: New insights and overview　E
 ・Cutting edge of metabolic/heredirary neuropathies　E
 ・遺伝子診断は脳卒中にどこまで迫ったか
 ・片頭痛治療の現在・過去・未来
 5月 18日（水）午後
 ・Biomarkers and progression of motor neuron disease　E
 ・Current topics in myotonic dystrophy̶advance in disease mechanism and emerging clinical issues　E
 ・Neuro-oncology update̶Roles of neurologists̶　E
 ・Abnormal voluntary movement̶recent advances̶　E
 ・単純ヘルペス脳炎の診療ガイドライン 2015に基づく診断と治療
 ・100年目のギラン・バレー症候群：これまでわかったこと，これからの展望
 ・MRIの最先端技術―何をめざし，何を還元するか―
 ・MSAの治療の実現のために，何が必要か？
 ・スポーツ外傷：慢性外傷性脳症の病態をめぐって
 ・脳卒中治療ガイドライン 2015の改訂点とその後の展開
 ・神経疾患解明のためのモデル動物：線虫から霊長類モデルまで
 5月 19日（木）午前
 ・Disruption of glia–neuron assemblies in intractable neurological disorders　E
 ・Acute treatment and secondary prevention of stroke: The breaking evidences　E
 ・Recent advance of Clinical trials and treatment in progressive supranuclear palsy　E
 ・Neuroregeneration and nucleic acid medicine　E
 ・神経内科医におけるワークシェアリング
 ・3大変性認知症疾患（AD，DLB，FTD）の病態解明に対する学際的アプローチ
 ・Neuro CPC
 5月 19日（木）午後
 ・Combining imaging and therapy: Neuroimaging-based companion diagnostics and theranostics　E
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 ・Molecular dissection of Hereditary Spastic Paraplegia　E
・Improvement in the management of Parkinson’s disease: Present status and prospect of ultra-early 

diagnosis　E
 ・ジストニア診療ガイドライン
 ・「塞栓源不明の脳塞栓症」を考える
 ・本邦の認知症大規模コホート研究：何を目指す？
 ・神経内科の subspecialtyとして押さえておきたい睡眠関連疾患
 5月 20日（金）午前
 ・Understanding ALS pathogenesis by Updated progress in C9ORF72-TDP43 lineage　E
 ・Expanding prion concept to cerebral beta-amyloidosis and alpha-synucleinopathies　E
 ・Movement Disorders Video Session　E
 ・どこまで近づいたか，脊髄小脳変性症の治療法開発
 ・難病法制定後の極めて希少な神経難病の医療提供を考える
 ・治るてんかん：高齢者てんかんの診断と治療
 ・脳卒中における emerging concepts
 ・免疫性神経疾患における自己抗体：臨床スペクトラムと病態
 ・なぜ 202030？　男女共同参画の意義と取り組みについて
 5月 20日（金）午後
・Pathomechanisms and therapeutic intervention of abnormal excitability in the upper and lower motor 

neuron systems　E
 ・Translational approach for prevention and treatment of MS　E
 ・難病法のもとでの神経難病医療
 ・Gene therapy & regenerative medicine　E
 ・変貌する炎症性筋疾患の概念
 ・オシロロジーからみた神経疾患の病態と治療
 ・ジストニアの臨床像を理解する
 ・四国部会企画
 5月 21日（土）午前
 ・PSP/ CBDの臨床と病理
 ・ここまで来た！近未来の神経治療
 ・脱髄疾患研究の新たな展開
・なおる神経内科の中のニューロリハビリテーションの役割～ニューロリハは disease modifying therapy
としての役割を果たせるか？

 ・脳梗塞の創薬と次世代医療
 ・行政から聞く神経疾患克服に向けて
 ・神経内科で留学しよう：医学生若手医師に送る留学の夢
 5月 21日（土）午後
 ・PMDA
 ・Late Breaking Symposium
11．ニューロリハビリテーション学会主催シンポジウム（予定）
 5月 21日（土）午後
 ・ニューロリハビリテーションの新たな治療アプローチ
12．特別企画シンポジウム（5月 21 日（土）15:50～16:50　予定）
 「新・神経内科専門医制度について」
13．留学奨励シンポジウム（5月 21 日（土）8:00～10:00）
 「神経内科で留学しよう：医学生と若手医師におくる海外留学の夢」
14．Late Breaking Symposium（5月 21 日（土）14:40～15:40）
15．レジデントクリニカルトーナメント（5月 19 日（木）20:30～21:30）
 「めざせ神経内科専門医試験合格！ J-1レジデントクリニカルトーナメント」
 （http://www.neurology-jp.org/sokaitiho/neuro2016/program/tournament.html）
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16．レクチャーマラソン
 詳細はウェブサイトをご確認ください
 （http://www.neurology-jp.org/sokaitiho/neuro2016/program/symposium.html）
17．教育コース（事前登録制：予定）
 詳細はウェブサイトをご確認ください
 （http://www.neurology-jp.org/sokaitiho/neuro2016/program/symposium.html）
18．メディカルスタッフポスターセッション（5月 20 日（金）・21日（土））
19．医学生・初期研修医セッション（5月 21 日（土））
20．各種共催セミナー
21．Meet the Expert（5 月 19 日（木）・20日（金）朝）
22．神経内科ウィーク（市民公開講座・予定）
23．日本神経学会第 13回生涯教育セミナー「レクチャー」
 （5月 18 日（水）9:50～11:50 ／ 21 日（土）13:45～16:45）
 詳細はウェブサイトをご確認ください
 （http://www.neurology-jp.org/sokaitiho/neuro2016/seminar/lecture.html）
24．日本神経学会第 13回生涯教育セミナー「Hands-on」
 （5月 18 日（水）9:50～11:50 ／ 21 日（土）13:45～16:45）
 詳細はウェブサイトをご確認ください
 （http://www.neurology-jp.org/sokaitiho/neuro2016/seminar/handson.html）
25．日本神経学会第 7回専門医育成教育セミナー（5月 18 日（水）9:50～15:05）
 詳細はウェブサイトをご確認ください
 （http://www.neurology-jp.org/sokaitiho/neuro2016/seminar/index.html）
26．日本神経学会第 4回メディカルスタッフ教育セミナー
 （5月 20 日（金）13:15～15:15 ／ 21 日（土）13:55～16:55）
 詳細はウェブサイトをご確認ください
 （http://www.neurology-jp.org/sokaitiho/neuro2016/seminar/medical.html）
27．日本神経学会市民講座（5月 22 日（日）午後）
28．脳梗塞 rt-PA 適正使用講習会（5月 18 日（水）9:50～11:20）

※プログラムの最新情報については，大会ウェブサイトをご確認ください．


